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Summary

In recent years the Web changes into a projection of ”real world” with growing connected people and
rapid diffusion of personal media such as Blogs and Social Networking Services. Integration of the Web,
cellphones and geographical information systems will be an infrastructure for supporting everyday life. Now
the Web and real world are inseparable, and they complement each other. In this paper we describe current
situation of the Web as a real world with several researches and discuss our future direction.

1. は じ め に

インターネット接続環境の進歩によるユーザの増加，
ならびにブログやソーシャルネットワーキングサービス
（SNS）といった個人中心型メディアの発達によって，コ
ミュニケーションの場としてのWebは現実世界の人間関
係を色濃く反映するものとなった．また，地理情報サー
ビス（GIS）や携帯電話がWebと接続されるなど，日常
生活を情報技術によって支援するための基盤整備が進ん
でいる．ここでは，現実世界とWebは別個のものでは
なく，融合し，互いに補完し合う関係が形成されている．
本稿では，いくつかの研究を取り上げ，変化を遂げつつ
あるWebの現状について報告し，今後進むべき方向性
について議論する．

2. サイバースペースとリアルワールド

現在，Webはコミュニケーションのツールとして広く
利用されているが，コンピュータネットワークをコミュニ
ケーションの場として明確に位置づけたのは SF小説が最
初だと言われている．SF作家William Gibsonは，1984
年に刊行された代表作 Neuromancer において，ネット
ワーク上に構築された仮想空間をサイバースペースと呼
び，サイバースペース上で物理的な制約を超えた情報収
集や，他者とのコミュニケーションを行う人々の姿を描

いた．

サイバースペースという概念の登場によって，我々は
複数の世界で生活しうることが示されるとともに，いま
ある現実世界はサイバースペースとの対比として「仮想
でない世界」すなわち「リアルワールド」として再定義
された．

その後数年間，サイバースペースは想像上の産物でし
かなかったが，折からのインターネットの普及によって，
地縁・血縁ではなく，純粋に興味や関心によって形成さ
れたバーチャルコミュニティが生まれ，サイバースペー
スの現実性やそれがリアルワールドに与える影響が議論
されるようになった [Rheingold 00]．ただし，この時点
での議論では，サイバースペースとリアルワールドはあ
くまでも別個のものであり，それぞれのコミュニティは
別の人間関係によって形成されていることが自明である
と考えられていた．

しかしながら，2000年前後を境にインターネットの常
時接続環境が整備され，インターネットを利用するユー
ザが爆発的に増加した結果，リアルワールドにおけるコ
ミュニティーのメンバーがサイバースペースに進出する
ようになると，サイバースペースはリアルワールドを補
完するものとして機能しはじめた．また，サイバースペー
ス上のコミュニティがオフラインミーティングによって
リアル化するなど，両者の境界は曖昧になっている．

さらには，2004年前後から急速に普及が進んでいるブ
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ログならびに SNSによって，各個人が容易にWebサイ
トを構築・運営することが可能になった．そして，この
Webサイトを一種のエージェントと見なし，非同期的に
個人間のコミュニケーションを行うことが常態になりつ
つある．こういったコミュニケーションは既存の社会関
係が反映されたものであると考えられるが，これがサイ
バースペース上のコミュニティに帰着するのか，リアル
ワールドに属するものであるのかを区分することは実質
的に不可能である．

Webの普及によって膨大な情報空間へのアクセスが可
能となった一方で，そのために必要なインターネット接
続環境についても飛躍的な進歩が見られる．ハード面に
おいては PCやデバイスの小型・高速化，ネットワーク
インフラとしては PHSやWifi，広域無線通信などの技
術開発が進められてきた結果，モバイル PCや携帯電話
によるインターネット接続が実現し，情報空間へのアク
セスに関して時間的および空間的な制約がなくなりつつ
ある．さらには，接続時における時間情報や，デバイス
付属のGPS機能によって取得された空間情報を，情報検
索あるいはコミュニケーションに利用するといった新た
な技術が生まれている．また，これまでにユビキタスコ
ンピューティングの実現に向けて研究されてきた諸技術
が，Webを介することで急速に結びつきを強めている．
このように，Webのリアルワールド化は，大別すると

個人を取り巻く社会関係をWebに対応させる取り組み
と，その個人が物理的にどのような状態で存在しているか
をWebにマッピングする取り組みの 2方向で進められて
いる．本稿では，前者に関する研究を「実社会とWeb」，
後者を「実世界とWeb」と呼び，この 2つの切り口から
サイバースペースとリアルワールドの融合事例を紹介す
る．また，実社会性と実世界性を兼ね備えたWeb研究
についても触れ，このような研究を推進するにあたって
必要となる技術的要素や，解決すべき課題，今後の展開
について議論する．

3. 実社会とWeb

社会学では，個人間の関係をネットワークとして捉え，
これを分析して知見を得る社会ネットワーク分析という
研究分野が古くから存在する．社会ネットワーク分析を
行うためには，分析対象となる人間関係を把握する必要
があるが，暗黙的に存在する人間関係を明示化するため
にはアンケート調査等を行わねばならず，その規模は比
較的小さなものにとどまっていた．

しかしながら，実社会における人々の活動の結果がWeb
に反映されるようになったことで，Webから大規模な社
会ネットワークを抽出することが可能になった．また，
SNSのように，明示的に人間関係を扱うサービスが普及
し，人々に受け入れられつつある．

近年では，このようにして得られた大規模社会ネット

ワークに対する分析が進められるとともに，分析結果を
もとにした情報推薦や，社会関係の推薦といった応用研
究が数多く提案されている．
ここでは，社会ネットワークに関連する研究を構築・
抽出・分析・応用の 4種類に分類し，それぞれについて
事例を挙げる．

3・1 ネットワークの構築

ブログ間のリンク・トラックバック関係や，SNSにおけ
る友人関係は，明示的に形成された社会ネットワークと
みなすことができる．これらのデータはクローラー等に
よって容易に取得することができるため，社会ネットワー
ク分析の基礎データとして多く用いられている．2006年
5月に行われるブログ研究のワークショップでは，ブログ
検索エンジン BlogPulseより 100万サイト・1000万記
事からなるデータセットが各研究チームに提供され，こ
れをもとにした研究が発表される予定である∗1．
また，研究者自らがコミュニティ支援システムを構築
し，サービスとして運用している例もある．西村らによ
る人工知能学会全国大会支援システムでは，論文著者お
よび学会参加者に限定した SNS を提供し，社会ネット
ワークに関するデータを収集している [西村 04]（図 1）．

図 1 JSAI2005 Conference Support System

3・2 ネットワークの抽出

ブログ・SNSのデータは有用であるが，これらはWeb
上に情報を発信している個人のみが対象となるため，実
社会の社会構造を反映しているとはいえない．より詳細

∗1 WWW2006 3rd Annual Workshop on the Weblogging
Ecosystem: Aggregation, Analysis and Dynamics http:

//www.blogpulse.com/www2006-workshop/
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な社会ネットワークを得るためには，情報源をWeb全
体に拡張し，ここからネットワーク情報を抽出する必要
がある．こういった手法としては，KautzらによるRef-
ferel Web[Kautz 97]が知られているが，その後の研究に
よって様々な用途への応用が進んでいる．Adamicらは，
メーリングリストやWebページのリンク関係から個人間
のネットワークを抽出する手法を提案している [Adamic
03a]．MikaによるFlink[Mika 05a]や松尾らによるPoly-
phonet[Matsuo 06]では，あらかじめ人名のセットを用
意し，検索エンジンを用いて任意の 2名の人名が共起す
るWebページの数から関係の強さを判定し，ネットワー
クを構築する．また，松尾らは，得られたWebページの
内容を分析し，関係の種類（共著関係・同じ研究室に所
属している関係など）を判別している．

3・3 ネットワークの分析

SNSや前述のネットワーク抽出手法によって得られる
大規模社会ネットワークの分析研究は数多い．Adamic
らは大学内 SNS を対象として，ネットワークおよび参
加者の特性を分析している [Adamic 03b]．安田は，人工
知能学会関係者のネットワーク分析から，各人のネット
ワーク指標（中心性など）とパフォーマンスとの相関関
係を調査している [安田 04]．

2005年 9月には，国内最大規模の SNSであるmixiの
データを利用した分析研究のワークショップが行われ，マ
ルチエージェント研究，社会ネットワーク分析，大規模
ネットワーク分析の観点から mixi ネットワークの特性
が検討された∗2．また，2006年 3月にはブログによって
形成されるネットワークの分析研究を対象としたワーク
ショップが行われた∗3．

社会ネットワークにおける個人の振る舞いを分析する
研究として，松村らは，電子掲示板上で行われる議論か
ら，参加者の応答関係を抽出・分析することで有力な発
言者を特定する手法を提案している [松村 03]．

3・4 ネットワークの応用

工学的見地から，ネットワーク分析の結果を新たな支
援に生かす方法論についての事例が増加している．

基本的に，Webはすべてのユーザに対する情報公開を
行うための手段であるが，情報の内容によっては特定の
ユーザにだけ公開するというアクセスコントロールが必
要である．アクセスコントロールにはさまざまな手法が
考えられるが，社会ネットワークの概念を導入すること
で，一定の関係性を満たすユーザの間で情報共有を行う
ゆるやかなモデルが提案されている．

∗2 Webが生み出す関係構造と社会ネットワーク分析ワークショッ
プ http://ymatsuo.com/si2005/

∗3 AAAI Spring 2006 Symposia on Computational Ap-
proaches to Analysing Weblogs http://www.umbriacom.

com/aaai2006 weblog symposium/

大向らは，システム上のコミュニケーション履歴からコ
ミュニティを推定し，コミュニティ単位での情報のアクセ
スコントロールを自動的に行う手法を提案している [大向
04]．また，森らはコンテンツ管理システムと社会ネット
ワーク分析を統合し，コンテンツの書き手が明示的かつ容
易に情報公開の範囲を指定するシステム Roliganの開発
を行っている [Mori 05]．土方らは，ネットオークションに
おける取引履歴から社会関係を構築し，相互評価のテキス
ト情報から有益な情報を取り出す Social Summarization
法を提案している [Hijikata 06]．

ブログの社会性を明確に意識し，拡張する研究として
は，大向らがブログが生成するRSSメタデータとFOAF
（後述）を組み合わせ，個人中心の情報流通基盤の構築
を目指す Semblogプロジェクトを行っている [Ohmukai
04]．

4. 実世界とWeb

情報技術による実世界の活動支援としては，モバイルコ
ンピューティングやユビキタス・パーベイシブコンピュー
ティング等の研究分野が存在する．これらは，個人が所持
するデバイスや環境に設置されたセンサーがネットワー
クで接続された状況におけるサービス基盤として注目さ
れれている．近年では，これらに加えて，Web上の情報
が統合された新たなサービスが登場している．

例えば，地図情報や周辺の店舗情報等の巨大なデータ
ベースが，Web を介して携帯電話等の小型デバイスに
よって検索可能になっているが，デバイスに GPSや地
磁気センサーが実装されている場合には，これらの情報
を入力として自動的に検索を行うことができる．この場
合，ユーザは検索に際して意識的に操作をする必要がな
く，コンテクストに応じた情報が状況に応じて配信され
ているように見える．

こういった実世界とWebの融合事例は，デバイスやセ
ンサーの機能が進歩するにしたがって増加を続けている．
また，高度な支援を実現するために，取得された情報を
集約して粒度の大きい情報を抽出する研究が進められて
いる．さらには，先に述べた社会ネットワークに関する
情報をも組み合わせることで，実世界におけるコミュニ
ケーション支援が可能になりつつある．

4・1 位置情報の利用

実世界情報の取得手段として最も普及が進んでいるの
は，携帯電話に実装されたGPS機能である．上松らは，
GPS機能を持つ携帯電話を利用して，ブログ記事や写真
に位置情報を付加することで，地図上にこれらの情報を
マッピングする場 logを提案した [Uematsu 04]．場 log
では，位置情報を通知することで現在の位置に最も近い
コンテンツを得るなどの検索手法も提供している．位置



4 人工知能学会論文誌 12 巻 1 号 a（1997 年）

情報を利用したブログの集約サービスは，GeoURL∗4や
はてなマップ∗5などで実運用がなされている．

現状では全ての記事に位置情報が付加されていること
は期待できないが，間瀬らの研究では，ブログ記事内に
複数存在する地名を地図にマッピングし，それらの距離
関係から記事が主題としている地域を推定する手法を提
案している [間瀬 06]．
前述の人工知能学会全国大会支援システムでは，赤外

線を利用した音声デバイスCoBITや非接触型 ICカード
Felicaを利用し，各参加者が会場のどの位置に滞在して
いるかをWeb経由で検索するシステムが提供された．

Web における位置情報の利用については，2005 年 4
月に専門の会議が開催されている∗6．

4・2 行動情報の利用

デバイスやセンサーによって得られたコンテクスト情
報は，ユーザ単位で時系列に集約することで，より抽象
度の高い行動情報として利用することが可能である．

沼らは，前述の場 logならびに学会支援システムから各
ユーザの行動履歴を取得し，これをもとにブログ記事の下
書きを自動生成する ActionLogを提案している [Numa
06]．
ホンダでは，車載システムによって収集された走行情報

および所要時間から道路の渋滞状況を推定するインター
ナビ・フローティングカーシステムが提供されている．こ
のシステムによって得られた交通情報はWebを通じて
共有され，位置情報ビューアである Google Earthで閲
覧することが可能である（図 2）∗7．

位置情報の他にも，個人のスケジュール情報を共有し，
複数人での共同作業を支援する 30 Boxes∗8など，時間
管理のためのツールが注目を集めている．また，Webに
おける時間情報の利用について，2005年 12月にワーク
ショップが開催された∗9．

こういった流れをさらに進めて，人間の活動のあらゆ
る局面を記録し，検索可能にするプロジェクトの代表例
として，DARPA による LifeLog や Microsoft による
MyLifeBitsがある [Gemmell 06]．

4・3 社会関係の利用

実世界におけるイベントを取得する際に，その時間お
よび場所に誰がおり，その人物とどのような関係にある
かといった情報は極めて重要である．しかしながら，この
ような情報をイベントごとにユーザに記述させるコスト
は非常に大きい．この問題に対し，Davisらは，携帯電話

∗4 http://geourl.org/
∗5 http://map.hatena.ne.jp/
∗6 Where 2.0 Conference http://www.oreillynet.com/

where2005/
∗7 http://premium-club.jp/PR/technology/tech1.html
∗8 http://30boxes.com/
∗9 When 2.0: Time and Timing http://www.edventure.

com/events/When2index.php

図 2 Traffic Information with Google Earth

での写真撮影の際に，携帯電話に内蔵された Bluetooth
通信を利用して周りの知人の情報を収集，記録すること
で，画像に対して周囲の人物のリストを自動的にアノテー
ションすることを可能にした [Davis 05]．この情報と，前
述の社会ネットワーク情報を組み合わせることによって，
画像のコンテクストが明示化される．また，位置情報や
時間情報を加えることで，イベントの種類を特定するこ
とも可能になる．

5. データ・アプリケーションの統合

これまでに述べてきたように，実社会ないし実世界と
Webを接続する試みは緒に就いたばかりである．今後は，
個別の研究あるいはサービスを統合し，より高次の活動
支援に向けた研究開発が進められることが期待される．
ここでは，データレベルおよびアプリケーションレベル
の統合に必要な技術を紹介する．

5・1 メタデータとオントロジー

実社会および実世界に渡る多種多様な情報を統一的に
扱うためには，何らかの規約が必要となる．Web上でこ
ういった情報統合を目指すにあたっては，セマンティッ
クWebの諸技術が有効であると思われる．セマンティッ
クWebでは，あらゆる情報を RDFで記述することで，
コンピュータによる推論を可能にする [Berners-Lee 00]．
また，それぞれの情報の意味を，同じく RDFをベース
にして記述された辞書であるオントロジーによって定義
することで，複数の情報源間で起こりうる意味の揺れを
吸収する．
すでに，ブログ等ではWebコンテンツの構造を定義
するメタデータフォーマットRSS[Hammersley 03]を利
用した情報配信が一般化しており，数億を超えるRSSコ
ンテンツがRSS専門の検索エンジン等を通じて入手する
ことができる．また，社会ネットワークを記述するため
にRDFで定義された FOAF[Brickley 04]も，一部のブ
ログサービスにおいてサイト間のリンク関係を示すため
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に利用されている．

近年では，RDF以外にもXHTMLのコンテンツに直
接メタデータを埋め込むためのMicroformatsが提案さ
れており，その一環として友人の情報を記述するための
XFN∗10や，カレンダー情報を記述する hCalendar∗11な
どが徐々に普及しつつある．

デバイスに依存する部分では，デジタルカメラあるい
は携帯電話で撮影した画像ファイルに埋め込むためのメ
タデータ規格である EXIFが広く利用されており，位置
情報などはこれを用いて記述される．こういった情報を
実際に利用する場合には，画像ファイルから EXIFデー
タを抽出し，適宜 RDFやMicroformatsに変換する必
要がある．

オントロジーとしては，辞書として利用可能なWord-
Netや，地理情報を階層構造で定義したTGN∗12，ディレ
クトリ型検索エンジンの階層構造をオントロジーとして利
用可能にした Open Directory RDF Dump∗13などが入
手できる．また，オントロジー検索エンジンSwoogle∗14に
よって，用途に応じた様々なオントロジーを探すことが
できる．

5・2 デバイスとWebサービス

実社会・実世界をWebと接続するためには，ユーザの
情報を取得するためのデバイスと，Web側で情報を受け
取り，処理を行うWeb サービスが整備されている必要
がある．

デバイスについては，前述のように，携帯電話に実装さ
れたカメラ，GPS，Bluetoothといった諸機能や，RFID，
非接触型 IC カードなどを利用することが可能である．
Webサービスの代表例としては，地図情報に任意のコン
テンツを貼りつけるためのGoogle Maps API∗15や，ブ
ログの記事管理を行うための Atom Publishing Proto-
col∗16等がある．

デバイスとWebサービスが緊密に連携を行っている
例としては，NokiaならびにYahoo!による写真共有サー
ビスがある∗17．携帯電話によって撮影された画像を，写
真共有のためのWebサービスである Flickrに直接アッ
プロードすることが可能である．ネットワーク接続が可
能な状況においては，撮影と共有が同時に行われること
で，実世界における写真を通じたコミュニケーションが
活性化されることが期待される．

∗10 http://gmpg.org/xfn/
∗11 http://microformats.org/wiki/hcalendar
∗12 http://www.getty.edu/research/conducting

research/vocabularies/tgn/
∗13 http://rdf.dmoz.org/
∗14 http://swoogle.umbc.edu/
∗15 http://www.google.com/apis/maps/
∗16 http://www.ietf.org/html.charters/

atompub-charter.html
∗17 http://press.nokia.com/PR/200604/1046578 5.html

6. リアルワールドとしてのWeb

3章および 4章において，現在進行中の研究を紹介し
てきたが，これらがWebの一般ユーザに受け入れられ
るようになるためには多くの課題が存在する．本章では，
これらの課題について述べたあと，リアルワールドとし
てのWebがどのような姿になるかについて議論する．

6・1 課 題

第 1の課題は，社会ネットワークを明示的に扱うこと
によって起こりうる懸念の解消である．社会ネットワー
ク分析による知見の獲得や利便性の提供と，近年とくに
重要視されている個人情報の保護とを両立させることは
難しいが，分析対象となるユーザに対して，ある手法を
適用することによるメリットとリスクを明確に示し，納
得してもらうプロセスが必要不可欠であると思われる．
対象問題によっては，匿名ユーザの存在を認めるなどの
措置が必要となる場合もある．これによって，得られる
データの精度は低下するが，このようなトレードオフを
どの程度許容するかなど，研究開発を行うにあたっては
事前の綿密な設計が必要である．

次に，社会ネットワーク上で流通する情報の信頼性評価
が未解決の難問として挙げられる．セマンティックWeb
の分野においても，情報の信頼性を保証することが最上
位の問題として提示されている．情報の信頼性には，誤
字脱字や文法ミスといった低レベルの問題から，論理矛
盾，情報の改竄やなりすまし等に至る高次の問題までが
含まれており，それぞれに解決法が異なる．アプリケー
ションの精緻化や認証システムの導入によって大部分の
問題は処理可能であるが，最終的には社会ネットワーク
上の他者を信頼するかどうかという，コンピュータでは
扱えない問題が残る．ただし，山岸はそのような信頼は
定義上投機的なものであると指摘しており [山岸 98]，現
状ではユーザの意思決定問題として扱う必要があると思
われる．

他にも，現実世界に存在する社会ネットワークと，抽
出可能な社会ネットワークとの間に存在する質的な差異
について詳細な検討が必要であるとの指摘がある．SNS
において，友人関係を構築するには 1クリックしかかか
らないのに対して，現実世界ではそのような関係を構築
し，維持するために多大なるコストを要するため，経済
的合理性を考慮する必要がある．この違いが，構築され
るネットワークの特性にどのような影響を与えるかを知
るためには，大規模な調査が必要になると思われる．

よりプラクティカルな問題としては，Webから情報を
抽出する際に個人名を特定するための名寄せ処理がある．
同姓同名の分離や，時系列で所属が変化する場合の対応
など，自然言語処理やネットワーク分析の諸手法を組み
合わせた問題解決手法が求められている．

実世界情報の扱いについては，デバイスから得られる
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情報に含まれる誤差やノイズの処理が大きな課題である．
これらを解決し，より粒度ならびに抽象度を高めた情報
を流通させることで，コンテクストの変化に左右されな
い他サービスとの円滑な連携が可能になる．

6・2 展 望

リアルワールドとしてのWebにおいて，ページ単位
の検索ではなく，知識の主体である個人単位の検索を実
現することは目標の 1 つである．富士通研究所による
KnowWhoシステムでは，グループウェアを拡張し，各
人が作成した文書の類似性やスケジュールに登録された
イベントの共通性から社内の人間関係ネットワークを構
築し，あるトピックの専門家がどの部署に在籍している
かを検索することが可能である [Igata 05]．KnowWho
システムは組織内の活動支援を目的として構築されたも
のであるが，これまでに述べてきた研究開発成果を統合
することで，同様の機能をWeb上で実現することは可
能であると思われる．

しかしながら，サービスを構築することができたとし
ても，ユーザがこれを積極的に利用するかどうかは別の
問題である．一般に，コミュニティを対象とするサービ
スは多数の利用者が存在してはじめてその機能を発揮す
るように設計されているが，一定のユーザ数に達するま
でのインセンティブが欠如している場合に，その試みは
失敗に終わることが多い．そのため，初期ユーザに対す
るインセンティブと，その後のインセンティブを別個に
設計し，段階的に移行させる戦略が必要となる．このよ
うなサービスデザインについては方法論が確立していな
いため，今後事例を積み重ねて検証を行っていく必要が
ある．

インセンティブの問題が適切に解決された例として，
フォークソノミーを挙げることができる [Mathes 04]．
フォークソノミーは，コミュニティのメンバーが複数人
で構築する語彙の体系を意味する．このようなボトムアッ
プ型の手法では，ユーザの絶対数あるいはユーザ間のコ
ミュニケーションの不足によって完成に至らない例が多
く見られるが，フォークソノミーでは，個人のブックマー
ク管理作業と語彙の整備作業を同一化し，その結果を自
動的に共有させることで初期段階のデータの不足状態を
解消した．その後は，語彙を整備することによって他者か
ら得られるコンテンツの質が高まるというインセンティ
ブプロセスが機能し，さらに多くのユーザを巻き込むこ
とが可能になった．

フォークソノミーによって形成された，コミュニティ
と語彙体系のネットワークに対して，社会ネットワーク
分析と同様の手法を適用し，より精度の高い体系に変換
する研究も登場しており [Mika 05b]，Webから集合知
を引き出す手法が注目されている．今後は，3章におけ
る分類と同様に，分析による集合知の抽出だけではなく，
参加者が意識的に集合知を構築するための手法，得られ

た知識の再分析や応用に焦点が移るものと思われる．こ
こでも，参加者のインセンティブを考慮したシステム設
計が必要になることは間違いない．

7. ま と め

これまでに見てきたように，サイバースペースとリア
ルワールドは急速に接近し，融合を始めている．Webを
通じた実社会・実世界の情報抽出が可能になり，より高
次の知識にまとめられることによって，Web上の人々に
対する活動支援は洗練され，その結果として抽出可能な
知識も増加する正のフィードバックが形成されつつある．
今後はユビキタス技術との統合が進み，Webを取り巻く
環境はさらに進歩すると思われる．しかしながら，実社
会・実世界から得られる情報の種類が増加するに従って，
統一的に処理を行うことが難しくなるため，データ統合
ならびにアプリケーション統合の基盤の重要性が高まる．
また，日常生活が常時情報技術に晒される状況での情報
のコントロールは難しくなる一方である．機械に対する
情報のコントロール＝セキュリティと，人間に対する情
報のコントロール＝トラストに関するさらなる研究が必
要になると思われる．
これらの課題は，今後のWebの設計においても現実社
会のシステム設計においても全く同様である．その意味
でも，Webのリアルワールド化は進行しているといえる．

♦ 参 考 文 献 ♦

[Adamic 03a] Adamic, L. A. and Adar, E.: Friends and
Neighbors on the Web, Social Networks, Vol. 25, No. 3,
pp. 211–230 (2003)

[Adamic 03b] Adamic, L. A., Buyukkokten, O., and
Adar, E.: A Social Network Caught in the Web, Techni-
cal report, Hewlett-Packard Labs (2003)

[Berners-Lee 00] Berners-Lee, T., Hendler, J., and Las-
sila, O.: The Semantic Web, Scientific American (2000)

[Brickley 04] Brickley, D. and Miller, L.: FOAF Vocabulary
Specification, http://xmlns.com/foaf/0.1/ (2004)

[Davis 05] Davis, M., House, N. V., Towle, J., King, S., Ah-
ern, S., Burgener, C., Perkel, D., Finn, M., Viswanathan, V.,
and Rothenberg, M.: MMM2: Mobile Media Metadata
for Media Sharing, Extended Abstracts of the Conference
on Human Factors in Computing Systems (CHI2005), pp.
1335–1338 (2005)

[Gemmell 06] Gemmell, J., Bell, G., and Lueder, R.:
MyLifeBits: A Personal Database for Everything, Commu-
nications of the ACM, Vol. 49, No. 1, pp. 88–95 (2006)

[Hammersley 03] Hammersley, B.: Content Syndication with
RSS, O’Reilly & Associates (2003)

[Hijikata 06] Hijikata, Y., Ohno, H., Kusumura, Y., and
Nishida, S.: Social Summarization of Text Feedback for On-
line Auctions and Interactive Presentation of the Summary,
Proceedings of 11th ACM International Conference on In-
telligent User Interfaces (2006)

[Igata 05] Igata, N., Tsuda, H., Katayama, Y., and Koza-
kura, F.: Semantic Groupware and Its Application to
KnowWho using RDF, Poster Proceedings of the Second
International Semantic Web Conference (ISWC2003), pp.

1335–1338 (2005)



リアルワールドとしてのWeb 7

[Kautz 97] Kautz, H., Selman, B., and Shah, M.: Referral
Web: Combining Social Networks and Collaborative Filter-
ing, Communications of the ACM, Vol. 40, No. 3, pp. 63–65
(1997)

[Mathes 04] Mathes, A.: Folksonomies - Cooperative Clas-
sification and Communication Through Shared Metadata,
Technical report, University of Illinois Urbana-Champaign
(2004)

[Matsuo 06] Matsuo, Y., Mori, J., Hamasaki, M., Ishida, K.,
Nishimura, T., Takeda, H., Hasida, K., and Ishizuka, M.:
POLYPHONET: An Advanced Social Network Extraction
System, Proceedings of 15th International World Wide Web
Conference (WWW2006) (2006)

[Mika 05a] Mika, P.: Flink: Semantic Web Technology for
the Extraction and Analysis of Social Networks, Journal of
Web Semantics, Vol. 3, No. 2 (2005)

[Mika 05b] Mika, P.: Ontologies are us: A Unified
Model of Social Networks and Semantics, Proceedings
of the Fourth International Semantic Web Conference
(ISWC2005) (2005)

[Mori 05] Mori, J., Sugiyama, T., and Matsuo, Y.: Real-
world Oriented Information Sharing using Social Networks,
Proceedings of the 2005 International ACM SIGGROUP
Conference on Supporting Group Work (2005)

[Numa 06] Numa, K., Hirata, T., Ohmukai, I., Ichise, R.,
and Takeda, H.: Action-oriented Weblog to Support Aca-
demic Conference Participants, Proceedings of IADIS In-
ternational Conference Web Based Communities 2006
(WBC2006) (2006)

[Ohmukai 04] Ohmukai, I., Takeda, H., Numa, K.,
Hamasaki, M., and Adachi, S.: Metadata-driven Per-
sonal Knowledge Publishing, Proceedings of the Third
International Semantic Web Conference (ISWC2004)
(2004)

[Rheingold 00] Rheingold, H.: The Virtual Community:

Homesteading on the Electronic Frontier, MIT Press (2000)
[Uematsu 04] Uematsu, H., Tokunaga, T., Numa, K.,

Ohmukai, I., and Takeda, H.: Balog: Location-
based Information Aggregation System, Poster Proceed-
ings of the Third International Semantic Web Conference
(ISWC2004) (2004)

[安田 04] 安田 雪：人脈づくりの科学, 日本経済新聞社 (2004)

[間瀬 06] 間瀬 哲也, 大向 一輝, 武田 英明, 中山 泰一：行動支援
のための地域情報の収集・提示システム, 電子情報通信学会技術
報告 (2006)

[山岸 98] 山岸 俊男：信頼の構造 -こころと社会の進化ゲーム, 東
京大学出版会 (1998)

[松村 03] 松村 真宏, 大澤 幸生, 石塚 満：影響の普及モデルに基
づくオンラインコミュニティ参加者のプロファイリング, 人工知
能学会論文誌, Vol. 18, No. 4, pp. 165–172 (2003)

[西村 04] 西村 拓一, 濱崎 雅弘, 松尾 豊, 大向 一輝, 友部 博教,

武田 英明：2003 年度人工知能学会全国大会支援統合システム,
人工知能学会誌, Vol. 10, No. 1, pp. 43–51 (2004)

[大向 04] 大向 一輝, 武田 英明：人間関係ネットワークに基づ
く情報フィルタリングを用いた協調的タスクスケジューラ, 電
子情報通信学会論文誌, Vol. J87-D1, No. 11, pp. 1020–1029
(2004)

著 者 紹 介

大向 一輝（正会員）

2000 年同志社大学工学部知識工学科卒業．2002 年同大
学院工学研究科知識工学専攻博士前期課程修了．2005 年
総合研究大学院大学複合科学研究科博士後期課程修了．博
士（情報学）．2005 年 4 月より国立情報学研究所助手．
2006 年 4 月より総合研究大学院大学助手（併任）．現在
に至る．2003 年度情報処理振興機構未踏ソフトウェア創
造事業スーパークリエータ．セマンティックWeb，パーソ
ナルネットワークを用いた知識共有の研究に従事．情報処

理学会，電子情報通信学会各会員．

武田 英明（正会員）

1991 年 3 月東京大学大学院工学系研究科博士課程修了．
1993年 4月奈良先端科学技術大学院大学助手．1995年 4
月同助教授．2000 年 4 月国立情報学研究所助教授．2004
年 5 月同教授．2005 年 12 月東京大学人工物工学研究セ
ンター教授（併任）．現在に至る．知識共有，ネットワー
クコミュニティ，実世界エージェントなどの研究に従事．
AAAI，情報処理学会など会員．工学博士．

松尾 豊（正会員）

1997 年東京大学工学部電子情報工学科卒業．2002 年同
大学院博士課程修了．博士（工学）．同年より，産業技術
総合研究所サイバーアシスト研究センター勤務．2004 年
より産業技術総合研究所情報技術研究部門勤務．GBRC
社会ネットワーク研究所 研究員．（株）ホットリンク技術
顧問．2003 年度人工知能学会論文賞受賞．高次Web マ
イニングに興味がある．情報処理学会，AAAI 各会員．


